
多くの地方自治体では、家庭ごみの「ビニール」「プラスチック」などを、

燃えるごみとして処理しています。

しかし、職場で排出される事業系ごみの「ビニール」「プラスチック」などの

多くは「産業廃棄物」となります。

したがって、燃えるごみ（一般廃棄物）として処理することは出来ません。
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具体的品目を記入すれば、
更に分かりやすくなります。
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ミックスペーパーとは、一般古紙以外のリサイクル可能な紙類のことです。

ミックスペーパー（例）

包装紙 封筒 紙製の箱 チラシ シュレッダー

ミックスペーパーをリサイクルする際に、支障となるものがあります。

これを禁忌品（リサイクルできない紙）といいます。

禁忌品は、ミックスペーパーが搬入される製紙工場等によって違います。

管理会社や総務の方の指示に従って、適正な分別をお願いいたします。

禁忌品の一例 （ビル管理の方に、必ずご確認下さい）

カーボン紙
（宅配便の複写伝

剥離紙
（シールを剥した

後の紙）

箔押しされた紙
（ブリックパック）

匂いのついた紙
（石鹸の包装

感熱紙
（レシート）

可燃ごみとして捨てられ、焼却されているもののなかには、

リサイクルできる“ミックスペーパー”が多く含まれています。
社員の方が、一人ひとりの手で分別することで、多くの紙ご
みがリサイクルされ、トイレットペーパーとして生まれ変わりま
す。

私たちの使用している紙は、木を原料として造られています。
限りある資源を有効活用し、未来に継承していくため、
古紙・ ミックスペーパーリサイクルに、ご協力をお願いいたします。

ミックスペーパーリサイクルのメリット

●ごみとして処理するよりも安価で処理できます。
●リサイクルすることで、環境負荷を低減できます。


